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混　層　耕　に　関　す　る　試　験

島　　田　　晃　　雄

（東　北　負　託）

混層耕に関する試験研究は古く北海道板釧原野火山灰

地方における山田の報告があり，火山灰土の性質によっ

ては殿著な成果の得られることが報告されている．戦後

においても北海道では機械力を用いたこの種試験が実施

され．西潟・上田などによって各種の作物収量について

報告され混層桝の効果の良好な事例が多い．しかるに土

壌と植生との関係について現地の土壌の理化学性の変化

に関する報告は少いようである．筆者は火山岩韓で被覆

された岩手山麓開拓地における温層桝の効果を明らかに

するため，岩手県岩手郡玉山村刈監開拓地内に試験区を

設け，昭和29年より現地試験を実施し，作物の収丑と同

時に混屑処理に伴う土壌の理化学性の変化について調査

したのでその結果の概要を報告する．

なお試験遂行に当り御教示を賜った良技研北岸技官，

御便宜を戴いた岩手県農試夏井技師，岩手県開拓誅湯田

技師，御協力下さった刈臣開拓組合長川村勝明氏並びに

現地の担当者佐々木息平氏に探甚なる感謝の意を表する

1．試験地土壌の概要

現地土壌で最も特異な点は表層より15～30cmの間に灰

黒色の火山岩経屑が存在し，しかも岩淳層のほぼ中央拓

には鉄の集散した盤層が認められ，且つ岩淫屑の下部に

は粘土・腐植含盈ともに多く，塩基置換容丑も比較的大き

い緻密な降灰年次の古い火山灰性の埋没土が存在する．

従って作物板の伸長は著しく不良でほとんど岩津層を通

過し得ず，ために低収で態々激甚な早害を蒙っている．

第1表　試験地の土塊断面

勘土　可

10　－15C仇　黒褐色

Ⅱ15－30ト択黒色

Ⅲ30－53　二黒　　色

Ⅳ53－70：暗褐色

V70－90．暗褐色

Ⅵ90－105　黒褐色

土 性

腐植に頗る富む砂壌土
（細礫に富む）

火山岩津層（中央に厚さ5
m位の鉄盤層あり）

腐植に頗る富む埴壌土
（極めて墜硬）

腐植に富む埴壌土
（細礫を含み浮石混合）

腐植に富む埴壌土
（細礫を含む）

腐植に富む埴土
（細礫を含む）

2．試　験　方　法

第2～3表の通りである．

第2表　試験区名及び内容

試験区名 内

1区画培及び連制　　4坪　3遵

第3表　供試作物及び反当施肥量

晶

3．試験結果及び考察

1．作物収丑

第4表の通りで各作物ともに混層桝による効果は顕著

であり，掛こ馬鈴薯のように地下郡を対象とする作物の

場合には，より顕著な効果が認められた．

2．混層処理に伴う土壌の理化学性の変化

混層耕による増収の要因として次の点が関与するもの

と考えられる．

1）土壌の機械組成の変化

混層処理によって第2層の岩淳層が混和されると同時

に，粘土含量の比較的多い第3屑が混入されることによ

り，温層耕区においては普通耕区に比べ著しく垂直分布
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第4衰　各　作　物　の　反　当　収　量

比
試　験　区 名

普　通　耕　区

下　層　混　層　区

45e椚　　　・′

75C戊　　　〝

が変化する．

2）有効態養分及び養分保持力の改善

；ふ目しふ一りお

第1図　粘土含量の垂直分布

粘土含量の垂直分布について見ると，普通桝区では土

壌100Cェ中に夫々第1層16．7g，第2層2．4タ，第3層36

．6gでその垂直分布は極端な楔形を示しているが，これ

に対し混層耕区では夫々混屑処理に応じてほぼ垂直に変

化し，その分布は著しく改善されている．さらに腐植含

量・塩基置換容量・有効態荘分の垂直分布も粘土含量の

第5表　全孔隙の垂直分布（容項％）

さl普通耕区i下層混屑区伽混層区桓混層区

第6表　大孔隙＊の垂直分布（容赦％）

深　さ 普　通　耕

en

0－15

15－30

30－45

45－60

％

22．8

48．0

10．9

45e都混層区175e仇混層区
％

24．0

32．4

24．3

7．5　　【　　5．4

20．2

26．9

28．8

24．7

＊大孔隙…・水柱40C呵・こ対応する吸引圧で排水された
孔隙

比

場合と同じ條向が認められ，これらの事実から混層によ

り養分保持力も改善されたことが推定される．

3）孔隙の粒径分布の質的改善

混層処理に伴う全孔際の垂直分布の変化を見ると，全

孔際では区間に大差はないが，孔際の粒径分布すなわち

孔隙の質的内容には著しい変化が認められる．掛こ大孔

除の垂直分布が温層処理に対応して下層まで改善されて
いる．

この事実は実際に作物板系の展開領域が拡大されると

同時に展開速度にも大きく影響するものと考えられる．

4）有効水の垂直分布の改善

従って孔隙性の質的変化に伴い，有効水貯蔵能の変化

が認められる・すなわちその垂直分布が改善されると同

時に総量においても増加の憤向が認められる．

第7衰　有効水貯蔵能＊の垂直分布（比／土壌100m）

＊有効水貯蔵能・‥湖気圧（pF2．5に対応）から15気
圧（pF4．2に対応）の吸引圧で排
水された孔除量より算出
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第1図　土壌・水・空気の垂直分布
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なお第4回は馬鈴薯作付の際の土壌・水・空気の垂直　区66・4ton／反・75cm混層区160・3ton／反となり，混層処

分布を調査した一例であるが，この結果から作物に対し　理によれ土壌から作物に対する有効水の供給が著しく改

実際に供給し得る有効水の残存量を計算すると・普通耕　暮されたものと考えられる・

区1．3ton／反に対し下層混層区68・3ton／反，45cm泥層

珪酸石灰の安否判定基準としてみた
水稲止葉の珪酸含量について

中　　館　　興　　一

（秋田県負託）

低位生産地調査事業の一環として昭和30年度水稲止葉

の珪酸含量を調査し．その含量分布図を作成し変動要因

について若干の解析を試みた．しかし，どのような場合

に珪酸石灰を施用すればよいかという問題が解決しなけ

れば，この調査の実際的価値は甚だ稀薄なものとなる．

ここではこの間題の解決に近づくことを主な日的とし，

且つ藁と止葉の珪酸含量の関係や年次差・試料の大きさ

など止薬の珪酸含量を分析調査する上に必要な事項につ

いて検討した．なお珪酸は試料を過塩素酸で煮沸し，残

漆を濾過・洗条・灼熱・秤量して定量した・

1．止葉と藁の珪酸含量の相関

止葉は珪酸について

藁などの程度代表しい

るかを知るため，県下

各地の現地試験地から

収穫期の止葉と藁を採

取して分析した．第1

回にその結果を示す．

相関係数はr＝0．的5

であり止葉の珪酸含畠

は相当正確に藁の珪酸

含量を代表している．
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第1図

藁と止葉の珪酸含量の関係
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第2図　止葉の珪酸含量と珪酸石灰の肥効

2．止葉の珪酸含量と珪酸石灰の爬効

水稲の珪酸含量が珪酸石灰の肥効を常に直接的に示す

ものでないことは明らかであるが，肥効を知る大体の目

安にはなると考えられるので，昭和31・32両年度に実施

した珪酸石灰施用試験21カ所について珪酸含量と肥効の

関係を調査し第2図にその結果を示した．止葉の珪酸含

量が風乾物中16％（乾物中約17．5％）以下の場合は例外

なく玄米収量の増加がみられるが，これ以上の含量のと

ころでは肥効の認められる場合が少くなっている．すな

わち珪酸石灰が水稲収量を増加させるのは16％程度以内

であって，これ以上になれば珪酸石灰中の何らかの成分

が有事作用を示してくるか，または珪酸以外の成分の作

用が優越してくるのではないかと考えられるt

酸含量　の　年次差

試料採取位　置

南秋田郡飯田川町浜飯塚

南秋田郡八郎潟町夜叉袋

大　館　市　有　　浦

大　館　市　長　面　袋

大　館　市　下　岱　野

北秋田郡比内町　水　無

北秋田郡比内町　大原木

土　　壌　　条　　件

砂質土！乱排水不良，八郎湖岸

砂質土執排水稗々不良，八郎湖岸

30e仇以下砂礫層，排水過良

埴壌土，排水良

火山灰性腐植質土諷排水稗々不良

45即以下泥炭．排水不良

排水不良

聖一弧旦空
農林17号

農林41号
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